
兵庫県加古川市

地域包括支援センターかこがわ南

認知症地域支援推進員 中藤 啓子

～推進員として市の認知症施策を推進していく一歩一歩～

認知症相談支援ガイドブック・ケアパス作成から
ネットワークづくりと居場所つくりへ展開
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加古川市の概要

加古川市は、兵庫県南部の面し、播磨平野を貫流する加古川河口
に広がる豊かな自然に囲まれた地域
総人口： 268,773人
65歳以上人口： 68,032人
高齢化率： 25.31％ （2016年6月現在）
日常生活圏域： ９か所
地域包括支援センター：
平成21年度より市内6か所に委託型地域包括支援センターを
設置している。3専門職を複数配置し、介護予防ケアマネジメ
ントは兼務しない。
また、平成24年12月より各地域包括支援センターに認知症地
域支援推進員を1名兼務で設置している。
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面積：１３８．５㎢
主要産業：鉄鋼業・靴下・食肉

気候・地理的特徴：気候は温暖であり、瀬戸内海式気候である。洪水の予防
と水資源の確保を目的に加古川大堰が建設された。

地域の特徴：重化学工業地帯や大型量販店の激戦区となっている南部と、
農村風景が残るのどかな雰囲気の北部とで全く違う景観が楽しめる。
その他：毎月広報誌が全戸に配布される。 健康サロンが市内 173 箇所
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事業名 事業内容

認知症地域支援
推進員の配置

医療介護等の連携や認知症事業のコーディネート役の認知症地域支援推進
員を各地域包括支援センターに配置。主任ケアマネジャーが兼務している。2ヶ
月に1回連絡会を開催している。
平成26年度：認知症相談支援ガイドブック作成
平成27年度：認知症ケアパス作成

在宅介護サービス事業所
認知症対応研修会

各地域包括支援センター認知症地域支援推進員が在宅介護サービス従事者
に対して認知症の対応力の向上研修会を開催している。
1センターにつき、2箇所以上での開催。

認知症早期発見
推進事業

巡回がん検診時やサロンの場においてチェックシートによるスクリーニングを実
施し、疑いのある者に対し認知症相談医への受診を勧奨する。受診できていな
い方は再度受診勧奨しそれでも受診しなかった方は包括支援センタでフォロー
していく。27年度から各包括支援センターでも実施していく。
チェック実施数：1,318人 疑いあり：134人 受診につながった人：42人

（平成27年度）

認知症サポーター
養成講座

地域、地域団体、企業、学校、公募で認知症理解のためのサポーター養成講
座を実施している。講座の講師役であるキャラバンメイトについて連絡会を組
織している。連絡会を年2回開催している。
平成27年度 57回開催 受講人数：2,557人 年度末累計：18,415人
学校向けテキスト作成

加古川市・認知症施策
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認知症家族会の支援 各地域包括支援センターで介護者のつどいを開催している。また、家族が中心
になり発足した「認知症の家族会」が最も規模が大きく、講演会の共催等で協
力・連携している。

東播認知症連携協議会 医師会の主催で偶数月の第3木曜日に保健センターで開催。

参加者は医師、ケアマネ、薬剤師、健康福祉事務所、社協、稲美町、播磨町、
認知症疾患医療センター、認知症地域支援推進員等が参加。
平成28年度は、認知症事例検討会を随時開催予定。

東播認知症教室 東播認知症連携協議会主催。医師会、市町、認知症疾患医療センター、地域
包括支援センター（認知症地域支援推進員）、関係機関が協力し認知症と診断
された本人及び家族を対象に開催。
平成27年度実績： 12回 148名参加

認知症徘徊ＳＯＳネット
ワーク

認知症のため徘徊する方を事前に登録して、日常の見守りからいなくなった時
の捜索について地域の方々の協力によるネットワークを構築します。
平成28年6月末現在 登録者数 43名

多職種連携の認知症相
談会の開催

認知症理解のための講演会と同時開催。
法律職、福祉職、医療職など合同の認知症なんでも相談会を開催。
専門職からも好評で、継続しての開催を望まれている。
平成28年度は認知症イベントとして開催。
・認知症サポーター養成講座 ・講演会
・展示パネル（地域包括の役割、取り組み、認知症カフェなど） 5



「認知症相談支援ガイドブック」を作成する上での推進員とし
て工夫したり、注力したこと

○１冊のガイドブックで認知症の相談者に、
認知症の理解～対応～制度までをわかりや
すく伝えられるものにした。
○行政や認知症疾患医療センター、認知症
地域支援推進員がそれぞれに役割を分担し、
作成企画会議を重ねた。
○医師会や家族会、キャラバンメイト等関係
機関の意見を参考にした。
内容、構成などに気を配り、完成した冊子で
ある。
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H25年度秋 市の担当課で予算要求
H26年5月～認知症地域支援推進会議の中で検討開始

各単元ごとに担当を決める
（市、疾患医療センター、包括の認知症地域支援推進員）

H26年8月～ 推進員連絡会で修正を重ねる
H27年1月 担当単元を持ち寄り原案を作成する
H27年2月 医師会・認知症の人と家族、サポーターの会・

キャラバンメイト等各協力機関の意見を聞く
H27年3月中旬 最終原稿提出
H27年3月末 ガイドブック完成
H27年4月 各関係機関に配布

認知症相談支援ガイドブック作成の経緯

認知症の人や家族、介護者向け対象

作成の流れ
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・地域包括支援センター業務を行いながらの活動で、推進会議の日
程調整や、情報共有のための連絡等に時間を費やした。会議場所は
認知症疾患医療センターで行うことを主とした。

・ガイドブックの構成は、予算や締切りに追われ、最終版の変更等の
確認作業はＥメール等を活用して行った。

・配布先や配布場所、配布数等の細かい打合せを行い、有効活用に
ついて推進会議で話合いの機会を持った。
・各地域包括支援センターで社会資源を抽出し、推進会議に持ち寄り
行政と共同して認知症ケアパスの作成を行う。

○認知症地域支援推進員の活動・取り組みを進める上で、
苦慮した点や、それを解消するための工夫
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次ページ

加古川市認知症ケアパス

P9,10, 拡大図



認知症の方や家族、介護者、
支援者が集える居場所作りを
目指して！！

オレンジネットワーク連絡会
11



小規模多機能居宅介護支援

事業所相談員

グループホーム

相談員

地域包括職員

地域密着型特養

管理者

認知症対応

通所型相談員

有料老人ホーム

施設長

認知症地域
支援推進員

オ
レ
ン
ジ
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会

参
加
者
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ネットワーク開設から尾上元気あっぷカフェの

オープンまでの流れ
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Ｈ２７年
第１回目 ４/１７ 構成員の紹介

認知症ケア関連事業所との連携
「認知症カフェ」の開設準備

第２回目 ５/２１ 助成金の申請
既存の「認知症カフェ」の情報共有
自治会役員等に呼びかけ

第３回目 ６/１８ 「認知症カフェ」Ｑ＆A配布読み合わ
せ・意見交換
他の施設見学の計画
認知症カフェのネーミング

第４回目 ７/１６ 新規構成員紹介 心療内科医師
市役所職員 14



第５回目 ８/６ 施設見学 （つどい場さくらちゃん）

打ち合わせ

広報 周知の方法について

施設見学 ９/１２ つどい場さくらちゃん １１名
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第６回目 ９/２４ 新規参加者 ・兵庫大学短期大学部講師

・グループ華 管理者

つどい場さくらちゃんの施設見学報告

尾上県民交流広場（認知症カフェ）の方
等と話し合い

開催のための住民アンケート及び回答
の報告

プレオープンについて検討
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第７回目 １０/２２ 新規参加者 社会福祉協議会地域福祉

担当職員 地域住民
＊プレオープン決定

１２/１７(木）１３：３０～１５：３０
尾上県民交流広場

第８回目 １１/１９ 定期開催日 決定
第２木曜日 １３：３０～１５：３０

尾上県民交流広場
＊プレオープン 会場準備役割分担

第９回目 １２/２４ 尾上元気あっぷカフェプレオープン反省会
第10回目 １/２１ 別府元気あっぷカフェプレオープン準備会

会場見学 打ち合わせ
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小規模多機能居宅

介護支援事業所相談員

グループホーム

相談員

地域包括職員

地域蜜着型特養

管理者

認知症対応

通所型相談員

有料老人ホーム

施設長

オレンジ
ネットワーク
連絡会

現
在
の

オ
レ
ン
ジ
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

参
加
者

心療所医師

社会福祉
協議会

地域住民

認知症地域
支援推進委員

市役所職員
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平成２７年１２月１７日（木） １３：３０～１５：３０ 

場所：尾上県民交流広場（尾上公民館東側〉 
 

＊介護や認知症のご相談     

＊仲間作りの場     

＊ほっと一息ティータイム（お飲み物、お菓子等をご用意しています）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０年後、２０年後のひとりひとりが心豊かに暮らせるまちづくり 

「認活」に参加しませんか？ 

認活とは・・認知症になっても困らないための、仲間作りです。
みなと助け合って楽しく生きることです。 
 
 
認知症であってもなくても、介護される人もご家族も、地域住民
の皆さんも、誰もが参加し集える居場所を作る活動です。 
参加者の皆さんが作る「認知症カフェ」尾上 元気あっぷカフェ
のご案内です。健康の秘訣は人と楽しく話して、笑って、美味し
いものを食べることです。そんな憩いの場所があったらいいです
ね！ 
お気軽にご参加ください。 
 
 

 

 

   

 

 

                    

 

 

                           
                           
                           
                                                                                                                   

尾上 元気あっぷカフェ 

参加費無料 

〈お問い合わせ先〉 

オレンジネットワーク連絡会 

電話：０７９－４３５－４４６８ 

携帯：０８０－２４４６－１７３０ 

   中藤（なかとう） 

医療・福祉・介護の専門職スタッフが 

お待ちしています。 

尾上県民交流広場 

 

 

 

 

 

＊介護や認知症のご相談     

＊仲間作りの場     

＊ほっと一息ティータイム（お飲み物、お菓子等をご用意しています）  

＊コーヒーインストラクターが毎回焙煎し、いろんなコーヒーを提供します  

 

  

★  

   

 

 

 

 

 

 

１０年後、２０年後のひとりひとりが心豊かに暮らせるまちづくり 

「認活」に参加しませんか？ 

認活とは・・認知症になっても安心して暮らせるまち、支えあう仲
間を作る活動です。みなと助け合って楽しく生活することです。 
 
＜６５歳以上の３人～４人に１人が認知症か、その予備軍です。＞ 
 
認知症であってもなくても、介護される人もご家族も、地域住民
の皆さんも、誰もが参加し集える居場所を作る活動です。 
参加者の皆さんが作る「別府元気あっぷカフェ」（認知症カフェ）
のご案内です。健康の秘訣は人と楽しく話して、笑って、美味し
いものを食べることです。そんな憩いの場がオープンします！ 
お気軽にご参加ください。 
＊どなたでもご参加いただけます。 
 

毎月第４月曜日 １３時３０分～１５時３０ 

場所： 塩本商店敷地内(別府町新野辺２６８０) 

 

 

 

 
 
《地図》 
 
                    
                           
     県道明石・高砂線（旧浜国道）                    

                           
                                                                                                                   

別府 元気あっぷカフェ 

参加費無料 

〈お問い合わせ先〉 

オレンジネットワーク連絡会 

電話：０７９－４３５－４４６８ 

携帯：０８０－２４４６－１７３０ 

   中藤（なかとう） 

「介護なんでも相談会」を行っています。 

スタッフにお気軽にお声かけください。 

 

 

別 府 

小学校 塩本商店 

別府 

幼稚園 

ここです 

第１回目 ２月２２日(月) 開催 
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第１回 「尾上元気あっぷカフェ」

参加者 １８名

• スタッフ１５名

• ボランティァ５名（民生委員、地域住民）

• 見学者７名

（元気会代表・市議会議員・尾上公民館館長・民協会長・社協）

内容

参加自由 対象者の制限無し

５つのテーブル席を設置し、飲み物やお菓子を提供し自由に会話を楽しむ。ス
タッフやボランティアが各テーブルにつき、認知症や介護について相談を受け
る

個別相談希望者があれば介護何でも相談ブースで対応
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＊お茶を飲みながらほっと一息 

  別府元気あっぷカフエ  

毎月第４月曜日 １３：３０～１５：３０ 

     場所：旧浜国沿い 塩本商店 敷地内 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０年後、２０年後のひとりひとりが心豊かに暮らせるまちづくり 

「認活」に参加しませんか？ 

認活とは・・認知症になっても困らないための、仲間作りです。
みなと助け合って楽しく生きることです。 
 
認知症であってもなくても、介護される人もご家族も、地域住民
の皆さんも、誰もが参加し集える居場所を作る活動です。 
参加者の皆さんが作る「認知症カフェ」 元気あっぷカフェのご
案内です。健康の秘訣は人と楽しく話して、笑って、美味しいも
のを食べることです。そんな憩いの場所があったらいいです
ね！ 
お気軽にご参加ください。 
 
 
尾上元気あっぷカフェ 

 
毎月第２木曜日 １３：３０～１５：３０ 

    場所：尾上県民交流広場（尾上公民館東側）     

 

   

  

 

                    

 

 

                           
                           
                           
                                                                                                                   

元気あっぷカフェのご案内 

参加費無料 

〈お問い合わせ先〉 

オレンジネットワーク連絡会 

電話：０７９－４３５－４４６８ 

携帯：０８０－２４４６－１７３０ 

   中藤（なかとう） 

医療・福祉・介護の専門職スタッフが 

お待ちしています。 グループ華カフェ  

 毎月第２月曜日  １３：３０～１５：３０ 

 



あなたの地域に
居場所作り
を！！

22



25



24



介
護
何
で
も

相
談
室



フリードリンク
コーヒー
紅茶
お茶

ジュースなど
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わいわい
がやがや

楽しそうです♪
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参
加
者
が
持
参
さ
れ
ま
し
た
。

綺
麗
で
す
ね
。



参加者の方が
新聞を作ってくれました
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第２回目 元気あっぷサロン （１/１４）

餅つき♪
皆さんに教えて頂いて
楽しませて頂きました

第３回 尾上元気あっぷカフェ （２/１１）

30人超え！

九鬼先生からのトランプに、
みんな大興奮！
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第４回目 （３/１０）

お雛様を

作りました



第５回目（４/１４）

お花見♪ 外の空気に触れ気持ちもリフレッシュ！！
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別府元気あっぷカフェ
２月２２日プレオープン

民家でわきあいあいと
おいしい珈琲を戴きな
がら楽しみました。





推進員として活動を進める上で大切にしてきたこと

市町村において医療機関や介護サービスおよび地域をつなぐ
コーディネーターとしての役割を担っている認知症地域支援
推進員として、行政、医療、福祉、介護等の関係機関や地域
住民と情報交換や情報共有するネットワーク作りを目指し、
「より良い関係性を築くこと」を大切にしてきました。

認知症関連の推進会議や協議会、研修会、家族会行事への
参加、各機関が開催するイベントへの参加等、
積極的に活動する中で,ネットワークが広がっていきました。
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全国の推進員さんへのメッセージ

•加古川市は委託型地域包括支援センター6か所に各１名ずつ、

計６名の推進員（兼務）が配置されています。

•行政や医療機関等と連携し、「認知症の人や家族にやさしいまちかこが
わ」をスローガンに、安心して暮らせるまち作りを目指してきました。

•推進員さん同士が意見交換できる機会があります。

ネットワークを広げ、１人でも多くの支援者と繋がって、支えあうチームを

作る取組が推進員活動の課題のひとつだと思います。

• １人１人の推進員さんが日々実践している活動を共有し、多くのヒントや

アイデアを取入れ、認知症の人やその家族を応援していきましょう。
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